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景観形成の目標像
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地域全体

萩原堤防

「おおらかな」「雄大な」「広々とした大河川」といった球磨川下流
域が有する景観の特徴を活かしたデザインとする。

約400 年にわたり八代を洪水から守ってきた水防上の要所であ
る萩原堤防の洪水に対する安全・安心をはかる。

加えて、かつて“萩原堤”とよばれた景観を踏まえ、歴史・文化・
景観及び環境に配慮した憩いの場としての河川空間の創出をは
かる。

１．萩原堤防の基本方針

これまでの検討結果を踏まえ、将来の地域全体と萩原堤防の目標像を以下の
ように設定する。



景観形成の基本的な考え方

地域全体

地域の風土、歴史、文化とのつながりを図る

親水性と調和した環境保全を図る

球磨川下流域の利用の連続性確保と回遊性向上を図る

市民の憩いの場となる水辺空間を創出する

イベント等での水辺利用を促進する

沿川地域と一体的な水辺利用を促進する

歴史・文化
景観

利用

環境

１．萩原堤防の基本方針

地域全体の景観形成の基本的な考え方は、地域の安全・安心を第一の基本
に、地元意見を踏まえ、基本的な考え方を「歴史・文化・景観」「環境」「利用」の
視点から設定し、萩原堤防の整備方針に反映する。
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景観形成の基本的な考え方

施設等

歴史・文化
景観

利用

環境

１．萩原堤防の基本方針

萩原堤防の景観形成の基本的な考え方は、地域の安全・安心を第一の基本
に、「歴史・文化・景観」「環境」「利用」に配慮したデザインを設定する。
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1.拠点配置

2.堤防天端

9.並木

6.石はね

3.法面(坂路、階段)

11.乗船場

8.サイン

10.駐車場、駐輪場

5.高水敷(遊歩道)

7.河畔林

川への眺望に配慮しながら、八代八景に歌われ
た“萩原堤”の再生を目指す空間デザインとする

水辺の生物や植物を守り育てる河畔林のデザイ
ンとする

八代駅を起点として遥拝堰までの区間を周遊で
きる飽きのこないデザインとする

子どもから高齢者まで誰もが安全に川に親しめ
るデザインとする

全国花火競技大会やくま川祭り等のイベント時の
利用に配慮したデザインとする

近隣の教育施設の多様な利用に配慮したデザイ
ンとする

萩原堤防

4.低水護岸
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２．施設整備方針

施設等 整備方針

1.拠点配置 1‐1 石はねや記念碑などを活用し、水辺の拠点を適度な間隔で配置す
る。

2.堤防天端 2‐1 堤防天端に連続した自転車歩行者道を整備し、水辺の拠点をつな
ぐルートを確保する。

2‐2 堤防天端に交通安全施設を整備し、利用する自転車・歩行者の安
全を確保する。

3.法面（坂路（ス
ロープ）、階段）

3‐1 全国花火競技大会の観覧席として利用できるよう法面は緩やかな
勾配とする。（一部には坂路（スロープ）、階段を設ける）

3‐2 高齢者をはじめとして誰もが安心して水辺に近づける経路として整
備する。（一部には坂路（スロープ）、階段を設ける）

3‐3 拠点の整備メニューなどを考慮して、必要な幅員を確保する。

4.低水護岸 4‐1 堤防の機能を確保したうえで、川らしい風景と一体化したものとする。
4‐1 水ぎわ部の利用者の安全性に配慮する。

5.高水敷
(遊歩道)

5‐1 高水敷に連続した自転車歩行者道を整備し、水辺の拠点をつなぐ
ルートを確保する。
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２．施設整備方針

施設等 整備方針

6.石はね 6‐1 堤防の機能を確保したうえで、当時の石はねを復元する。

7.河畔林 7‐1 水衝部の堤防の保護及び多様な動植物の生息環境保全のため、
現状の河畔林を保全・管理する。

7‐2 拠点周辺の河畔林は、高水敷から水面への眺望及び水際の利用
者の安全面に配慮する。

8.サイン 8‐1 堤防から眺望できる歴史文化施設の説明サインや案内サインを
充実させ、施設への誘導効果の向上を図る。

8‐2 近隣の地域資源や交通アクセスへの案内を充実させ、川とまちの
一体的な回遊行動を誘導する。

9.並木 9‐1 堤防の機能を確保したうえで、八代八景に歌われた当時の並木を
復元する。

10.駐車場・駐輪場 10‐1 自動車でのアクセスに配慮して、拠点に近接した位置に駐車場
を整備する。

10‐2 各拠点には自転車利用者のための駐輪場を整備する。

11.乗船場 11‐1 遊覧船、屋形船、筏、ボートなどが離着岸できる施設を下流部の
拠点に整備する。



3．拠点とネットワーク
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拠点・ネットワーク図



４．堤防を構成する主な要素のデザイン

8※地域の意見をもとに、利用しやすいデザイン等をイメージしてみたものです。

河畔林

低水護岸

下図に示す堤防を構成する主要な要素のデ
ザインを検討する。

高水敷（遊歩道）

坂路（スロープ）

階段

石はね



４．堤防を構成する主な要素のデザイン

坂路・階段設置の考え方
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項目 箇所 考え方 備考

坂路 坂路① • 萩原堤防の下流端に位置する既設の坂路であり、八代市街地方面から萩原堤防への入口
にあたる位置とした。

• 八代駅方面及び前川の既存の自転車歩行車道（上流端）と拠点１（敷石）を連絡する位置と
した。

既設坂路

坂路② • 堤内地の資源（山頭火句碑、大銀杏等）を活かした公園と拠点２のほぼ中央を連絡する位
置とした。

• 公園には障害者等用駐車場の整備を想定しており、車いすの利用に配慮した構造とする。

坂路③ • 堤内地の資源との回遊促進を考慮し、古麓城跡に向かう経路と拠点５（寺はね）を連絡する
位置とした。

• 古麓地区住民の利用を想定し、車いすの利用に配慮した構造とする。

坂路④ • 萩原堤防の上流端に位置し、天端道路と拠点７（遙拝堰）を結ぶ既設の坂路。 既設坂路

階段 階段① • 萩原堤防の下流端に位置し、八代駅方面及び前川の既存の自転車歩行車道（上流端）と拠
点１（敷石）を連絡する位置とした。

階段② • 堤防天端に歩行空間の整備を想定している区間の下流端（山頭火句碑、大銀杏等を活かし
た公園）と拠点２のほぼ中央を連絡する位置とした。

階段
③～⑤

• 堤内地と拠点をつなぐネットワーク形成を考慮し、堤防天端に歩行空間の整備を想定してい
る区間の拠点近接地とした。

• 拠点（はね）の位置との関係や、川の良好な眺望が得られる箇所を考慮した位置とした。

階段⑥ • 堤内地の資源との回遊促進を考慮し、古麓城跡に向かう経路と拠点５（寺はね）を連絡する
位置とした。



４．堤防を構成する主な要素のデザイン

坂路・階段の位置

敷
石
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並木（遊歩道）

水
無
川

（橋）

（橋）

輪 輪 輪

輪

輪障 Ｐ

船

① ② ③ ④

：駐車場

：障害者等用駐車場

：駐輪場

：乗船場

Ｐ

障

輪

船

220m 330m 340m 310m 290m 140m 290m 210m

拠点１ 拠点２ 拠点３ 拠点４ 拠点５ 拠点６ 拠点７

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

船

：階段

：坂路

※ ※

※坂路①、④は既設



４．堤防を構成する主な要素のデザイン

各拠点の坂路・階段の位置
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※地域の意見をもとに、利用しやすいデザイン等をイメージしてみたものです。



４．堤防を構成する主な要素のデザイン
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低水護岸

項目 形状 考え方

勾配 1:1.5 ・対象区間は水衝部のため水深が深く、流速も速いため、水域への立ち入
りは望ましくない（地元意見）。そのため、護岸勾配を立てることで低水部
分への立ち入りを抑制する。

材料 石積み ・萩原堤防の歴史を象徴する石はねと調和する材料とする。
・これまでの景観イメージを継承するため、既存の低水護岸で採用されてい
る材料とする。 ※参考資料P.7参照

積み方 石張り
谷積

・萩原堤防の歴史を象徴する石はねと調和する積み方とする。
・水ぎわ部の利用者の安全性に配慮し、川への人身転落時に護岸表面の
凹凸が手掛かりとなるような積み方に配慮する。

・施工性、コストを考慮する必要がある。 ※参考資料P.4～5参照

天端処理 巻天端 ・人が腰掛けて川の風景を眺望できるようにする。

■巻天端

流水部分に用いられることが多い

施設整備方針
・堤防の機能を確保したうえで、川らしい風景と一体化したものとする。
・水ぎわ部の利用者の安全性に配慮する。

■球磨川下流の谷積（金剛橋付近・右岸）

※図はイメージであり考え方を正確
に示したものではない。

■球磨川荒瀬地区の石張り
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調達可能な石材
現在、熊本県南部地域において調達可能な石材の産地は下記の通りである。（平成25年5月調べ）

４．堤防を構成する主な要素のデザイン

Ⅰ.宇土・三角半島産

Ⅱ.天草下浦産（下浦石）
経年変化により大きく色合いが変化する

Ⅲ.御所浦産
球磨川河口部の使用状況（経年変化による変化が少ない）
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調達可能な石材
現在、熊本県南部地域において調達可能な石材の産地は下記の通りである。（平成25年5月調べ）

４．堤防を構成する主な要素のデザイン

Ⅳ.人吉産①（孔雀石）
球磨川上流部の水制工への使用状況
（経年変化による変化が少ない）

Ⅳ.人吉産②（安山石）
球磨川中流部の使用状況（経年変化により黒くなる） Ⅴ.玉石



４．堤防を構成する主な要素のデザイン
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高水敷（遊歩道）

項目 形状 考え方 関連する規準

幅員 ３ｍ以上
（６ｍ）

・低水護岸の法線を変えず、幅員が最小
となる坂路部においても規定の幅員が
確保できる幅員とする。

※参考資料P.1参照

【都市公園移動円滑化規準】
●有効幅180cm以上
【土木工事設計要領】
●幅員3m以上

舗装 P.17参照 ・歴史的な景観と調和する風合い、耐久
性、歩行性に配慮した舗装とする。

・舗装目地はつまずきの原因とならない
よう処理し、見た目にも配慮する。

【都市公園移動円滑化規準】
●平坦でしまっていて滑りに

くい仕上げ

法面との接
続部

下表参照 ・舗装方法に応じて、シンプルで汚れにく
い処理とする。

低水護岸と
の接続部

下表参照 ・巻き天端の石の凹凸部に隙間なく舗装
を施し、低水護岸と一体となるようにす
る。

砕石・縁石なし（白川）

施設整備方針
・高水敷に連続した自転車歩行者道を整備し、水辺の拠点をつなぐルートを確保する。

法面に直接接続 法面との間に砕石を施工 隙間なく舗装を施工

芝張りの場合は法尻に土砂が
たまる

法尻に砕石を施工し、舗装部と
の接続処理を行う

巻き天端の凹凸部に隙間なく舗
装を施す

砕石

■法面と高水敷との接続部

※図はイメージであり考え方を正確
に示したものではない。

■低水護岸と高水敷との接続部



４．堤防を構成する主な要素のデザイン
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坂路（スロープ）

項目 形状 考え方 関連する規準

幅員 ３ｍ以上 ・車いす等での利用、管理用車両
の利用に必要な最小限の幅員を
確保する。

・事故等に備え、緊急車両が進入
可能な幅員を確保する。

【都市公園移動円滑化規準】
●有効幅120cm以上
【土木工事設計要領】
●幅員3ｍ程度を標準

※参考資料P.1、3参照

勾配 ８％以下 ・車いす等での利用に必要な勾配
を確保する。

※参考資料P.1参照

【都市公園移動円滑化規準】
●縦断勾配は8%以下（高さ75cmごとに

水平部を設置）
【土木工事設計要領】
●10％程度を標準とするが利用形態等

も考慮の上決定

手すり 両側設置 ・多様な障害者の利用に配慮した
形状とする。

【都市公園移動円滑化規準】
●手すりを両側に連続して設置

舗装 P１７参照 ・歴史的な景観と調和する風合い、
耐久性、歩行性に配慮した舗装
とする。

・舗装目地は車椅子や高齢者の
利用に支障がないよう処理し、見
た目にも配慮する。

【都市公園移動円滑化規準】
●平坦でしまっていて滑りにくい仕上げ
【土木工事設計要領】
●路面はアスファルト舗装を原則

設備整備方針
・全国花火競技大会の観覧席として利用できるよう法面は緩やかな勾配とする。
（一部には坂路（スロープ）、階段を設ける）

・高齢者をはじめとして誰もが安心して水辺に近づける経路として整備する。
（一部には坂路（スロープ）、階段を設ける）

・拠点の整備メニューなどを考慮して、必要な幅員を確保する。

※図はイメージであり考え方を正確
に示したものではない。



４．堤防を構成する主な要素のデザイン
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舗装の種類 風合い 耐久性 歩行性 例 備考

土系舗装
◎ △ ○

・クレイ舗装
・マサ土舗装

石系舗装
◎ ○

○
（平板）

・石張舗装
・小舗石舗装

・石材によっては、雨天時やこけ等の付着に
より滑りやすくなる場合がある。

木系舗装 ○ △ ◎ ・木チップ舗装

アスファルト
系舗装

○ ○ ○
・カラーアスファルト舗装
・脱色アスファルト舗装

コンクリート
系舗装

○ ◎ ○
・コンクリート舗装
・コンクリート洗い出し舗装

その他 △ △ ◎ ・ゴムチップ舗装

■高水敷・坂路の舗装

■舗装の例

コンクリート洗い出し舗装脱色アスファルト舗装アスファルト舗装（前川）土系舗装（遠賀川）



４．堤防を構成する主な要素のデザイン
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階段

項目 形状 考え方 関連する規準

幅員 4m～
15m程度

・全国花火競技大会の観覧席やイベン
トなど、場所ごとの利用目的に応じた
幅員を設定する。

・近隣に乗船場があり車両が近づける
箇所は最小限の幅員（4m）とする。

【都市公園移動円滑化規準】
●有効幅120cm以上

※参考資料P.1～2、8参照

手すり 両側２段 ・多様な障害者の利用に配慮した歩行
補助施設を設置する。

・川表側は条件付きで設置が可能。

【都市公園移動円滑化規準】
●手すりを両側に連続して設置

※参考資料P.1参照

材料 下図参照 ・石はね付近においては、萩原堤防の
歴史を象徴する石はねと調和する材
料とする。

・場所ごとの利用目的に応じて材料を
選定する。

【都市公園移動円滑化規準】
●平坦でしまっていて滑りにくい仕

上げ

石灰岩（前川・徳渕の津）コンクリート（前川）

施設整備方針
・全国花火競技大会の観覧席として利用できるよう法面は緩やかな勾配とする。
（一部には坂路（スロープ）、階段を設ける）

・高齢者をはじめとして誰もが安心して水辺に近づける経路として整備する。
（一部には坂路（スロープ）、階段を設ける）

・拠点の整備メニューなどを考慮して、必要な幅員を確保する。

※図はイメージであり考え方を正確
に示したものではない。



４．堤防を構成する主な要素のデザイン
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河畔林

項目 形状 考え方

配置 石はね部：低木
一般部：現状の

保全

・水衝部における堤防を保護し、水棲生物の良
好な環境を創出するため、可能な限り河畔林
を配置する。

・視点場においては、水面への眺望を確保する。

施設整備方針
・水衝部の堤防の保護及び多様な動植物の生息環境保全のため、現状の河畔林を
保全・管理する。
・拠点周辺の河畔林は、高水敷から水面への眺望及び水際の利用者の安全面に配
慮する。

【一般部】 【水辺利用拠点（石はね部）】

※図はイメージであり考え方を正確に示したものではない。

低木
↓

現状を保全
↓
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石はね

項目 形状 考え方

高さ 高水敷と
同一

・車いす等での利用に配慮し、高水敷と石はねとの
段差をなくす。

表面 乱張り
（切石）

・歴史的な景観と調和する風合いの石材とし、洪水時
にも耐えられるよう貼石とする。

・車いす等での利用に配慮し、平坦で凹凸が少なく滑
りにくい仕上げとする。

石積み 石張り
雑割石

・江戸時代の石はねの景観を継承する形式とする。
※参考資料P.4～7

天端処理 巻天端 ・石はね端部に腰掛けて休憩しやすい形状とする。

施設整備方針
・堤防の機能を確保したうえで、当時の石はねを復元する。

■丸はねの石積み（雑割石）

出典：八代市埋蔵文化財調査

■表面・石積みのイメージ

※図はイメージであり考え方を正確に示したものではない。

■巻天端（萩原 大はね）

山口きらら博記念公園（山口県）


